
（様式第４号）

【自己評価及び内部評価の基準】 【外部評価の考え方】

３　協定書、仕様書等の要求水準を 《大変良好》

　　上回っており、優れた点がある。 管理・運営は大変良好で、また優れた

２　要求水準を満たしている。 取組みの成果がある。

１　要求水準を概ね満たしているが、一部 《良　　好》

　　課題がある。 管理・運営は良好である。

０　要求水準を下回っており、改善指導等 《概ね良好》

　　が必要である。 管理・運営は概ね良好であるが、その

一部に課題がある。

《要  改  善》

管理・運営に課題があり、改善が必要

である。

１　施設の維持管理

小計 18 12 13

2 2

環境配慮
省エネやリサイクル等、環境に配慮し
た取組みを行っている。

3 2 2

備品の管理
備品及び附帯設備等が適切に管理さ
れている。

3 2 2

【内部評価】

　施設の維持管理においては、適切
に行われていることを実地調査でも
確認している。
　また、館内の状況等について、清
掃スタッフ以外とも情報共有を行
い、清潔に保つよう意識付けがされ
ている。工事に伴う対応について
も、市と調整をしながら、誠実に対
応している。

第三者委託
第三者への委託に係る取扱いは、協定書や

仕様書等に基づいた適切なものである。
3

清掃・衛生管理
協定書や仕様書等に従い、清掃・衛生管理

を適切に行い、施設が清潔に保たれてい

る。
3 2 3

履行状況

施設の維持管理
協定書や仕様書等に従い、設備・機器等の保守管理が適

切に行われ、利用者が安全で快適に利用できる状態が保

たれている。
3 2 2

【自己評価】

　施設面では経年劣化による故
障や不具合が発生しているが、
利用者の安全を優先に修理の対
応をしている。設備や清掃は
日々の業務とチェックを励行し
ており、とくに衛生面について
は、来場者からの評価も高い。

施設の修繕
協定書や仕様書等に従い、指定管理者で行

う修繕が適切に実施されている。

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

指定管理施設自己評価・内部評価・外部評価シート

評 価 対 象
年 度

令和５年度 令和5年4月1日 から 令和6年3月31日 まで

まで

3 2 2

指定管理者
みんなの文化会館はだのパート
ナーズ

施 設 所 管
部 課

文化スポーツ部文化振興課

から
施 設 名

クアーズテック秦野カルチャー
ホール（秦野市文化会館）

指 定 管 理
期 間

令和4年4月1日

令和9年3月31日
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２　施設の運営

３　危機管理対応

４　指標の達成状況・改善の取組み

　指標に対しては、達成となっている

が、より集客のできる事業の実施がある

と良い。

小計 6 4 4

　大小ホール、小規模事業を含め、自主事業

での動員数は目標達成13,000人超。来場者

アンケートも観客満足度は90％を超えてい

改善の取組み
本市の点検や評価による指導等について、

適切な改善が行われている。
3 2 2

【内部評価】

指標の達成状況
（指標を設定している場合）指標の達
成状況は適当である。

3 2 2

【自己評価】

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）

小計 6 4 4

事故防止の対応
事故等を防止するために、日頃から積
極的に取り組んでいる。

3 2 2

【内部評価】

　大きな事故等はなかったが、緊急搬送されたス

タッフがいた際の経験から、構成企業全体での改善

を行った。年２回、防災訓練も実施している。

事故発生時の対応
緊急事態発生時において、遅滞なく適切な処置を

行うことができる体制となっている。
3 2 2

【自己評価】
　消防訓練の実施のほか、館内での転倒

や事故防止のための注意喚起ポスターな

どを館内各所に掲示した。

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）

小計 21 15 15

3 3

個人情報を適切に管理し、漏えい等の
防止策を講じている。

3 2 2 【内部評価】

　自主事業は、概ね事業計画書のと
おり実施できていたが、より多く集
客のある文化人や著名人等の公演が
複数回できることが望ましい。
　指定管理２年目となり、規模は小
さいが、ティータイムコンサートな
どの定例の事業においては、集客が
安定していることは評価できる。
　レストラン運営においては、公演
スタッフへのケータリング等の工夫
を行い、収支は改善傾向にある。

地域との関わり
地域や関係団体と連携し、魅力ある施
設づくりに取り組んでいる。

3

使用の承認並びに利用に

係る料金の収受

協定書や仕様書等に従い、適正に利用の許

可及び利用料金の収受が行われている。
3 2 2

市内事業者の
活用等

市内事業者の活用や市民の雇用など地
域への貢献がなされている。

3 2 2

【自己評価】

　大規模公演だけでなく、館
内での小規模事業にも注力。
丹沢エリアの音楽家、市内文
化団体、市内事業者とのコラ
ボレーションを積極的に行っ
た。自社媒体を活用しての広
報活動、会館SNSを活用し
た。

サービス提供
施設の設置目的と協定書や事業計画書等に

沿ったサービスの提供を実施している。
3

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）

2 2

自主事業の成果
施設の設置目的に沿った自主事業が実施され

ており、またそれは利用者サービスの向上に

つながっている。
3 2 2

設置目的等の理解
施設の設置目的や役割、協定書や仕様書等

の内容を従事者全員が理解し、運営してい

る。
3 2 2

個人情報の漏えい
防止
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５　サービス向上の取組み

６　収支状況

総計（収入－支出） 0 -27,848 0 -2,942

自主事業 31,535 82,684 50,000 44,672

100,270

支

出

人件費 30,190 28,624 28,452 37,993

維持管理経費 121,944 122,476 118,944

その他 46,470 50,563 57,800 43,268

計 230,139 284,346 255,196 226,201

計 230,139 256,497 255,196 223,258

利用料金 25,000 15,605 25,000 15,625

収

入

指定管理料 170,888 170,888 166,963 166,963

その他 250 6,652 10,632 2,123

自主事業 34,000 63,351 52,600 38,545

単位：千円

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

予算 決算 予算 決算決算 予算 決算 予算 決算 予算

小計 24 16 18

2 3

苦情等への対応
利用者からの苦情や要望等に対して、必要

な改善に取り組んでいる。
3 2 2

【内部評価】

　昨年度に引き続き、タウン
ニュースやSNSを活用した積
極的な広報活動を実施した。
また、丹沢文化通信を創刊
し、山田和樹氏に取材するな
ど、新たな試みも行った。
　また、自主事業の際に、ド
リンクコーナーを設置するな
ど、利用者のことを考えた工
夫がされていた。

サービスの質の向
上

利用者の意向等を定期的に確認し、継続的

にサービスの質の向上に取り組んでいる。
3 2 2

施設の利用促進
パンフレット作成やホームページの更新などを工

夫し、施設の利用促進に取り組んでいる。
3

利用者等に対して不快感を与えない適
切な接遇が行われている。

3 2 2

アンケート結果
利用者アンケート等の結果は、満足度
の高い評価となっている。

3 2 2

【自己評価】

　増える高齢利用者への案内
（客席までのアテンドや駐車場
までの見送りなど）や館内の段
差の注意喚起などに積極的に取
り組んだ。安全面に注力するあ
まりに強めの言葉遣いになるこ
とがあり、お客様に不安な思い
をさせることが稀にあった。

利用しやすい環境
整備

利用者にとって、利用しやすい環境整
備に取り組んでいる。

3

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）

2 3

業務の標準化
業務マニュアル等を整備し、利用者対応に

ばらつきがないよう業務が標準化されてい

る。
3 2 2

利用者への案内
利用者への案内は、誰にでもわかりや
すいものとなっている。

3 2 2

接遇

年度
項目
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７　令和5年度　自己評価及び内部評価結果

8　全体を通しての所見

9　内部評価に対する外部評価

概ね
良好

　全体的に施設の管理や広報など努力されており、施設運営に関しては良好であ
る。一方で、自主事業や収支状況等については一部課題もあることから概ね良好と
評価する。
　なお、数字として評価できない部分もあるため、以下の意見を付す。
１　自主事業について、より多くの集客力のある公演を実施できるよう、アンケー
　ト結果等を生かし、公演内容を工夫する必要がある。また、地域に出向いての公
　演等を行うことにより、地域との関係性を構築し、再開館後に来館してもらえる
　よう努力されたい。
２　文化会館の特色を出すため、事業の選択と集中をしていく必要がある。それに
　加え、新たな文化を生み出すため、市民と一緒に創造していく場を作るよう努力
　されたい。

指定管理者所見 施設所管課所見

　運営面は概ね良好。機械警備を導入し、経費の削減
にも努めた。貸館利用については、公平感の観点から
も、減免団体への利用料免除について検討が必要では
ないかと考えています。

　施設運営に関しては、事業計画書に基づき、運営が行われてお

り、良好であるが、集客力のある事業の企画に向けて、検討・研究

が必要である。

　令和６年度は、大規模改修工事に伴う、休館となるため、アウト

リーチ事業により、普段、文化会館を利用しない方々への事業展開

を行い、開館後の利用者の増加に期待したい。

外部評価 外部評価に係る意見

配点に対する割合 65.4% 70.4%

６　収支状況 6 2 3

合　　計 81 53 57

４　指標の達成状況・改善の取組み 6 4 4

５　サービス向上の取組み 24 16 18

２　施設の運営 21 15 15

３　危機管理対応 6 4 4

項目 配点
自己
評価

内部
評価

１　施設の維持管理 18 12 13

小計 6 2 3

経費の効率化
経費削減に向けた取組みを行い、またその

内容は効果的なものである。
3 1 2

【内部評価】

　昨年度と比較し、赤字額は少なく
なっており、改善傾向にある。

適正な
予算執行

収支計画書に基づき、予算の範囲内で効果

的・効率的な予算執行が行われている。
3 1 1

【自己評価】

　当初目標の黒字化へは至らず

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）
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